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歳). 平均追跡調査期間は26_9カ月であった。骨折型はGarden分類に準じ， srage 16例， srage 1112例.
srage m 4例.srage N 7例であった。はじめに spinecho法T1.T2強調像を撮像後， Gd-DTPAO.2ml/kg 
を静注しただちに脂肪抑制1強調画像を撮像した。受傷からこの撮像までの時間は平均24.5時間であっ






大腿骨頭を合む近向骨片は全くenhanccされないもの， 6例。 type2 :大腿骨頭を合むilI位骨片の骨折端
が帯状に cnhanceされるもの， 12例。 type3 :大腿骨頭を含む近位骨片全体カ{cnhanccされるもの.11例
であった。骨癒合は全例に得られ，大腿骨~it嬢タヒは29例中11例に認められた。 type 1の全例に. type 2の
42%に壊死が生じたが， type 3に分類されたものでは壊死は牛.じなかった。 type1の壊死君、者の83.3%は
st碍cm. Nであり.残り 1例はstage1であった"tyPC 2の壊死5例巾.stage J. l. mはそれぞれ














査期u¥jは26.9カ月であった。骨折型はGarden分類stage16例. ll12例， 1lI 4例， IV 7 W1lであった。はじめ




結果はGd併用脂肪抑制MR1では次の3typcに分類されたの type 1 :大腿骨頭を含んだ近位骨片はまっ
たくenhanceされないものが6例，0 type 2 :大腿骨頭を含む近侍.骨片の骨折端が帯状に enhanceされるも
のが12例， type 3 :大腿骨頭を含む近{立骨片全体が enhanccされるものが11例に分頒された。経過観察期
間中に大腿骨頭壊死はtyPC1の全例とtyPC2の5例に生じたが， type 3に分類されたものでは壊死は生じ
なかったの以上の結果より大腿骨頭部内側骨折の大腿骨頭の血行状態は3つのtypeに分類され， typ巴1に
分類されるものは壊死が生じ，逆に， type 3に分類されるものには壊死は生じないことが明らかになった3
type 2に分類された抗例42%に壊死が生じたο
木論文はこれまでかならずしも明維でなかった大腿骨頚部内側骨折時の大腿骨頭の血行状態を簡便かっ
安全に評価できることを示しその結果は治療法選択の判断資料と成りうる可能性を示唆する研究である。
よって烹者は博1:(医学)の学位を授与されるに航するものと判定された。
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